
【事例の詳細】
eGFRが9mL/min/1.73m2に低下した患者が歯科診療所を受診し、ロキソニン錠60mgと 
フロモックス錠100mgがそれぞれ通常の1日量で処方された。ロキソニン錠60mgは重篤な
腎機能障害のある患者には禁忌であり、フロモックス錠100mgは高度の腎障害のある患者に
は投与量を減らすか、投与間隔をあけて使用することが添付文書に記載されている。処方した
歯科医師に患者のeGFR値と薬剤情報を伝えて疑義照会を行った結果、ロキソニン錠60mgは 
カロナール錠200へ、フロモックス錠100mgはマクロライド系抗菌薬へ変更になった。

【推定される要因】
歯科医師が患者の血液検査の結果を把握していなかったこと、患者が歯科医師に腎機能が低下
していることを伝えていなかったことが要因であると考えられる。

【薬局での取り組み】
当薬局では平素より、患者から入手した血液検査の結果を電子薬歴システムに記録している。 
さらに、腎機能や肝機能が低下している患者の場合は、電子薬歴システムの特記事項欄に記載し、
注意喚起を行っている。
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ロキソニン錠60mg/細粒10%の添付文書　2022年10月改訂（第2版）（一部抜粋）
2.禁忌（次の患者には投与しないこと）
2.4 重篤な腎機能障害のある患者

フロモックス錠75mg/100mgの添付文書　2024年8月改訂（第3版）（一部抜粋）
9.特定の背景を有する患者に関する注意
9.2 腎機能障害患者
9.2.1 腎不全又は高度の腎障害（クレアチニンクリアランス 40mL/min以下）のある患者
投与量を減らすか、投与間隔をあけて使用すること。血中濃度が持続する。

そ の 他 の
情 報

●�薬剤師が、患者の腎機能が低下していることを把握・記録していたことで適切に処方監査を
行い、疑義照会を行った事例である。

●�歯科で処方されることが多い非ステロイド性鎮痛・抗炎症・解熱薬や抗菌薬には、腎機能が
低下した患者に注意が必要な薬剤があることに留意し、患者の病態や臨床検査値などを把握
したうえで処方監査を行い、必要に応じて代替薬の提案を行うことが重要である。

●�本事業を運営する医療事故防止事業部では、歯科に特化した報告システムを整備して歯科 
ヒヤリ・ハット事例収集等事業を開始し、2023年10月より歯科診療所の参加登録と事例 
報告を受け付けている。

●�本事業は、医療事故情報収集等事業や歯科ヒヤリ・ハット事例収集等事業と連携し、医療安全
の推進に取り組んでいる。歯科領域に関連する事例の報告もお願いしたい。
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※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全
を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではあり
ません。※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者
に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。※この情
報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容等について、読み
やすくするため文章の一部を修正することがあります。そのため、「事
例検索」で閲覧できる事例の内容等と表現が異なる場合があります
のでご注意ください。
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